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藤
根
村
の
在
郷
軍
入
分
会
会
報
『
真
友
』
に
は
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
教
育
活
動
の
実
態
や

そ

の
教
師
（
指
導
員
）
で
あ
っ
た
高
橋
峯
次
郎
の
考
え
方
な
ど
を
伝
え
る
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て

い

る
。
そ
れ
ら
を
拾
い
出
し
、
分
類
整
理
し
て
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
お
よ
び
峯
次
郎
の
実
態
を

再
構
成
し
て
み
た
。

　
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
で
の
活
動
と
し
て
は
、
や
は
り
軍
事
訓
練
な
い
し
演
習
が
そ
の
中
心
で

あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
．
、
軍
の
直
接
的
な
関
与
も
強
く
推
測
さ
れ
た
。

　
峯
次
郎
は
、
い
わ
ば
素
朴
な
国
家
主
義
者
で
あ
っ
た
が
、
特
に
，
九
三
〇
年
代
以
降
、
「
村
」
や

「百
姓
」
（
農
業
）
を
守
る
こ
と
と
農
業
を
通
じ
て
の
人
閲
形
成
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
示
す
よ
う
に
な

る
。
峯
次
郎
は
教
練
の
指
導
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
生
徒
た
ち
か
ら
慕

わ

れ

た
ら
し
く
、
兵
と
な
っ
て
村
を
離
れ
た
青
年
た
ち
は
峯
次
郎
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
表
明

す
る
と
と
も
に
、
後
輩
た
ち
を
厳
し
く
訓
練
す
る
こ
と
を
峯
次
郎
に
期
待
し
た
。
村
を
守
ろ
う
と
す

る
峯
次
郎
の
存
在
が
軍
隊
生
活
を
送
る
青
年
た
ち
の
心
の
拠
り
所
に
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
『
真
友
」
の
記
事
全
体
を
通
し
て
、
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
や
そ
の
指
導
員
が
村
の
青
年
た
ち

を
兵
ト
に
仕
立
て
上
げ
る
う
え
で
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

193



国立歴史民俗博物館研究報告

　第101集2003年3月

0
は
じ
め
に

　
高
橋
峯
次
郎
は
一
九
三
二
年
三
月
二
一
日
に
藤
根
尋
常
小
学
校
の
訓
導
を
辞
職

し
、
そ
の
直
後
の
四
月
五
日
に
藤
根
青
年
訓
練
所
指
導
員
と
な
っ
た
（
峯
次
郎
が
小

学
校
教
員
と
な
っ
た
の
は
一
九
〇
三
年
、
藤
根
小
学
校
の
教
員
は
〇
六
年
か
ら
）
。

三
五
年
に
青
年
訓
練
所
が
実
業
補
習
学
校
と
統
合
さ
れ
て
青
年
学
校
と
な
っ
た
後
も

引
き
続
き
そ
の
指
導
員
を
続
け
、
お
そ
ら
く
そ
の
関
連
で
敗
戦
後
の
四
七
年
四
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

新
制
藤
根
中
学
校
の
助
教
諭
と
な
っ
て
い
る
（
四
九
年
退
職
）
。

　
青
年
訓
練
所
や
青
年
学
校
は
教
練
を
中
心
と
し
た
教
育
・
訓
練
機
関
で
あ
り
、
一

九
三
七
年
ま
で
は
こ
こ
で
一
定
時
数
の
教
練
を
受
け
る
と
兵
役
が
半
年
短
縮
さ
れ
る

と
い
う
特
典
が
与
え
ら
れ
て
い
た
（
こ
の
特
典
は
日
中
戦
争
を
受
け
て
の
三
八
年
の

「
兵
役
法
」
の
改
正
で
撤
廃
さ
れ
る
と
と
も
に
、
三
九
年
度
か
ら
男
子
に
限
っ
て
青

年
学
校
へ
の
就
学
が
下
の
学
年
か
ら
義
務
化
）
。
三
八
年
度
ま
で
は
義
務
教
育
機
関

で

は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
特
典
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
加
え
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
レ
ベ
ル
で
の
勧
誘
の
結
果
、
多
く
の
青
年
が
こ
こ
に
通
っ
て
い
た
。
青
年
訓

練
所
・
青
年
学
校
は
、
青
年
た
ち
に
と
っ
て
地
域
と
軍
隊
を
結
ぶ
機
関
、
も
う
少
し

踏
み
込
ん

で

言
え
ば
地
域
の
青
年
た
ち
を
「
兵
」
に
仕
立
て
上
げ
る
基
礎
課
程
で
あ

っ
た
。

　
高
橋
峯
次
郎
は
帝
国
在
郷
軍
人
会
の
藤
根
村
分
会
に
深
く
関
与
し
て
い
た
。
一
九

一
〇
年
に
分
会
が
創
立
さ
れ
た
時
、
高
橋
は
副
長
（
分
会
長
に
次
ぐ
ポ
ス
ト
）
で
あ

り
、
三
二
年
か
ら
三
五
年
ま
で
分
会
長
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
一
九
〇
八
年

か

ら
四
二
年
ま
で
刊
行
さ
れ
続
け
た
分
会
報
『
真
友
』
（
刊
行
当
初
は
真
友
会
報
）

の

編
集
・
印
刷
人
で
あ
っ
た
。
小
学
校
の
先
生
と
在
郷
軍
人
会
の
熱
心
な
活
動
家
と

い
う
二
つ
の
顔
を
も
っ
て
い
た
高
橋
に
と
っ
て
、
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
指
導

員
は
最
も
適
合
的
な
ポ
ス
ト
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
『
真
友
』
に
は
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
関
係
の
記
事
が
多
く
出
て
い
る
。

必
ず
し
も
系
統
的
な
情
報
で
は
な
い
が
、
青
年
訓
練
所
や
青
年
学
校
の
実
態
、
あ
る

い

は
高
橋
の
考
え
方
な
ど
を
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
青
年
訓
練
所
・
青
年

学
校
は
ほ
と
ん
ど
が
小
学
校
に
付
設
さ
れ
、
専
任
教
員
が
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
う

え
に
戦
後
の
新
学
制
の
発
足
に
あ
た
っ
て
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
教

育
活
動
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
『
真
友
』
は

青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
研
究
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
本
稿
で
は
『
真

友
』
を
主
た
る
素
材
に
し
て
藤
根
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
教
育
活
動
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
つ
つ
、
村
の
青
年
た
ち
が
「
兵
」
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
く
に
あ
た
っ
て

の

青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
や
そ
の
指
導
員
・
峯
次
郎
の
役
割
を
考
察
す
る
こ
と
に

し
た
い
。

　
な
お
、
藤
井
忠
俊
論
文
に
お
い
て
『
真
友
』
の
全
般
的
な
内
容
の
分
析
が
な
さ
れ

て

い

る
。
本
稿
は
そ
の
分
析
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
少
年
団
に
つ
い

て

は
、
そ
の
発
足
の
経
緯
や
そ
の
創
設
者
で
も
あ
る
高
橋
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
論
に
入
る
前
に
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
制
度
の
概
要
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
簡
単
に
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。

　
青
年
訓
練
所
の
制
度
は
一
九
二
六
年
の
「
青
年
訓
練
所
令
」
（
勅
令
第
七
十
号
）

と
「
青
年
訓
練
所
規
程
」
（
文
部
省
令
第
十
六
号
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
目
的

は

「青
年
ノ
心
身
ヲ
鍛
錬
シ
テ
国
民
タ
ル
ノ
資
質
ヲ
向
上
セ
シ
ム
ル
」
（
令
第
一

条
）
こ
と
と
さ
れ
た
。
訓
練
の
対
象
は
十
六
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
男
子
、
訓
練
時

数
は

四
年
間
を
通
じ
て
修
身
及
公
民
科
一
〇
〇
時
以
上
、
教
練
四
〇
〇
時
以
上
、
普

通
学
科
二
〇
〇
時
以
上
、
職
業
科
一
〇
〇
時
以
上
で
、
公
立
青
年
訓
練
所
は
実
業
補

習
学
校
ま
た
は
小
学
校
に
併
置
す
る
こ
と
を
「
常
例
」
（
規
程
第
十
六
条
）
と
し
、

主
事
は
実
業
補
習
学
校
長
ま
た
は
小
学
校
長
に
、
指
導
員
は
実
業
補
習
学
校
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

小
学
校
の
教
員
や
在
郷
軍
人
等
に
嘱
託
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
実
業
補
習
学
校

は
、
前
期
課
程
が
尋
常
小
学
校
卒
業
で
二
年
、
後
期
課
程
が
高
等
小
学
校
卒
業
で
二
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～
三
年
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
青
年
訓
練
所
は
ほ
ぼ
実
業
補
習
学
校
に
接
続
す
る
学

校
系
統
上
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
。
実
業
補
習
学
校
も
ほ
と
ん
ど
が
小
学
校
に

併
設

さ
れ
て
い
た
か
ら
、
中
等
学
校
に
進
学
し
な
い
青
年
は
二
十
歳
ま
で
小
学
校
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
舎

に
通
い
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
政
府
は
青
年
団
の
組
織
化
を
進
め
て

い

く
（
大
日
本
連
合
青
年
団
は
二
四
年
設
立
、
二
五
年
発
団
式
）
。
青
年
団
自
体
は

軍
事
的
性
格
を
強
く
付
与
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
地
域
の
青
年
に
対
す
る
兵
役
前
の
軍

事

訓
練
や
兵
役
（
の
義
務
）
に
つ
い
て
の
認
識
を
徹
底
さ
せ
る
役
割
は
青
年
訓
練
所

が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

青
年
訓
練
所
と
実
業
補
習
学
校
は
一
九
三
五
年
の
「
青
年
学
校
令
」
（
勅
令
第
四

十
一
号
）
に
よ
り
制
度
的
に
統
合
さ
れ
た
。
目
的
は
「
男
女
青
年
二
対
シ
其
ノ
心
身

ヲ
鍛
錬
シ
徳
性
ヲ
酒
養
ス
ル
ト
共
二
職
業
及
実
際
生
活
二
須
要
ナ
ル
知
識
技
能
ヲ
授

ケ
以
テ
国
民
タ
ル
ノ
資
質
ヲ
向
上
セ
シ
ム
ル
」
（
第
一
条
）
こ
と
と
さ
れ
た
。
「
教
授

及
訓
練
期
間
」
は
尋
常
小
学
校
に
接
続
す
る
普
通
科
が
二
年
、
高
等
小
学
校
に
接
続

す
る
本
科
が
男
子
五
年
・
女
子
三
年
、
「
教
授
及
訓
練
科
目
」
は
修
身
及
公
民
科
、

普
通
学
科
、
職
業
科
、
教
練
科
（
男
子
）
、
家
事
及
裁
縫
科
（
女
子
）
等
で
、
本

科
・
男
子
の
場
合
、
最
低
時
数
が
第
一
・
二
年
で
年
間
総
時
数
二
一
〇
時
、
う
ち
教

練
七
〇

時
、
第
三
～
五
年
で
年
間
総
時
数
一
八
〇
時
、
う
ち
教
練
七
〇
時
で
あ
る
。

実
業
補
習
学
校
に
は
教
練
が
な
か
っ
た
か
ら
、
統
合
に
よ
っ
て
教
練
の
開
始
年
齢
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
科
目
・
時
数
の
配
分
な
ど
か
ら
み
て
、
青
年

学
校
は
青
年
訓
練
所
の
性
格
を
大
き
く
引
き
継
い
だ
も
の
と
言
え
る
。

　
青
年
学
校
の
教
員
は
教
諭
、
助
教
諭
、
指
導
員
、
講
師
に
区
分
さ
れ
、
教
諭
に
は

青
年
学
校
教
員
養
成
所
（
旧
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
）
卒
業
者
や
小
学
校
本
科

正
教
員
が
充
当
さ
れ
た
が
、
青
年
訓
練
所
か
ら
引
き
続
い
て
指
導
員
を
置
く
こ
と
が

で

き
る
も
の
と
さ
れ
た
。
指
導
員
に
つ
い
て
は
資
格
要
件
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　
青
年
学
校
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
三
年
目
に
入
っ
た
一
九
三
七
年
の
七
月
か

ら
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
戦
争
が
拡
大
し
て
い
く
の
に
合
わ
せ
て
兵
員
供
給
の
必

要
性
が
高
ま
り
、
青
年
学
校
で
教
練
を
行
っ
た
者
に
対
す
る
兵
役
減
免
の
特
典
が
撤

廃

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
特
典
な
く
し
て
青
年
学
校
の
就
学
者
を
確
保
す

る
こ
と
の
困
難
が
十
分
に
予
想
さ
れ
た
た
め
、
特
典
撤
廃
と
同
時
に
青
年
学
校
の
男

子
義
務
化
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
（
一
九
三
八
年
一
月
十
一
日
）
。
義
務
制
は
三
九
年

度
か
ら
、
普
通
科
第
一
学
年
よ
り
学
年
進
行
で
実
施
さ
れ
た
。

　

実
業
補
習
学
校
も
普
通
は
青
年
訓
練
所
も
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て
お
り
、
義
務
制

実
施
後
に
は
企
業
（
特
に
工
場
）
に
私
立
青
年
学
校
が
多
く
設
置
さ
れ
た
が
、
農
村

地
域

に
お
い
て
は
敗
戦
ま
で
小
学
校
（
一
九
四
一
年
度
か
ら
国
民
学
校
）
に
併
設
さ

れ

た
場
合
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
義
務
制
に
な
っ
た
も
の
の
、
一
九
三
〇
年
代
末
か

ら
の
中
等
学
校
進
学
者
の
急
増
や
四
〇
年
代
の
敗
戦
直
前
の
志
願
兵
、
少
年
兵
の
増

募
な
ど
の
結
果
、
敗
戦
ま
で
生
徒
数
は
急
減
し
て
い
っ
た
。

　
以

下
、
『
真
友
』
の
記
事
を
整
理
し
て
藤
根
村
の
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
実

態
と
そ
こ
で
の
高
橋
峯
次
郎
の
言
動
を
再
構
成
し
て
い
く
が
、
『
真
友
』
か
ら
の
引

用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
号
の
発
行
年
月
を
【
】
に
入
れ
て
記
載
す
る
。
判
読
不

能
の
文
字
が
あ
る
場
合
は
「
口
」
で
表
示
す
る
。
句
読
点
は
適
宜
補
う
。
多
く
の
場

合
各
記
事
の
冒
頭
に
は
「
○
」
「
◎
」
等
の
記
号
が
伏
し
て
あ
る
が
、
引
用
に
あ
た

っ

て

は

削
除
す
る
。
誤
記
が
あ
る
場
合
な
ど
必
要
に
応
じ
て
〔
〕
で
訂
正
な
い
し

補
記
す
る
。

②
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
に
お
け
る
訓
練
の
実
態

　
『
真
友
』
に
は
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
に
お
け
る
訓
練
、
演
習
あ
る
い
は
そ
の

成
果
を
確
認
す
る
た
め
の
査
閲
の
記
事
が
多
数
出
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
い
く

つ
か
引
用
し
て
お
く
。

　
　
「
十
一
月
二
十
日
、
稲
葉
ノ
新
校
庭
ニ
テ
青
年
訓
練
所
ノ
査
閲
。
藤
根
村
、
笹
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間
村
、
横
川
目
村
ノ
三
ヶ
村
。
査
閲
官
浮
村
中
佐
。
」
三
九
二
六
年
十
二
月
】

「
五
月
十
五
日
、
青
年
訓
練
生
総
動
員
、
盛
岡
観
武
ヶ
原
二
於
テ
藤
根
村
ヨ
リ

六

十
五
名
出
席
セ
リ
。
仁
王
小
学
校
一
二
泊
（
会
費
七
十
銭
）
。
十
六
日
帰

村
。
兵
営
、
農
村
、
新
聞
社
、
大
慈
寺
其
他
見
学
。
」
三
九
二
七
年
五
月
】

コ

月
二
十
六
日
、
藤
根
村
青
年
訓
練
所
入
所
式
、
集
合
日
一
月
二
十
七
日
、

二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
二
月
三
日
、
四
日
。

　
二
月
九
日
藤
根
二
於
テ
武
術
会
。
教
練
指
導
員
高
清
、
高
徳
、
泉
田
、
伊
藤

ヲ
新
二
増
シ
旧
正
月
ヲ
利
用
シ
猛
烈
ナ
訓
練
ヲ
ヤ
ッ
テ
ヰ
ル
。
出
席
者
ハ
七
十

名
口
口
。
」
三
九
二
八
年
二
月
】

「
十
月
二
十
日
　
江
釣
子
小
学
校
に
於
て
藤
根
江
釣
子
両
青
年
訓
練
所
生
の
査

閲
あ
り
。
査
閲
官
溝
口
大
佐
、
師
団
よ
り
視
察
官
と
し
て
菅
原
少
佐
出
張
。
藤

根
六
十
七
名
、
江
釣
子
約
三
十
名
。
」
三
九
二
八
年
十
一
月
】

「
十
月
十
七
日
よ
り
　
藤
根
青
年
訓
練
生
六
十
余
名
藤
根
小
学
校
に
宿
泊
三
日

間
訓
練
を
な
す
。
」
三
九
二
八
年
十
一
月
】

「
青
年
訓
練
所
は
　
旧
正
月
を
利
用
し
て
教
練
を
や
つ
て
ゐ
る
。
毎
日
六
、
七

十
名
出
席
。
」
三
九
二
九
年
三
月
】

「十
月
三
十
一
日
　
和
賀
青
訓
黒
中
聯
合
演
習
。
」
三
九
三
〇
年
十
月
】

「
藤
根
青
年
訓
練
所
　
に
於
て
は
農
家
の
休
日
を
利
用
し
猛
烈
に
練
習
。
毎
回

の

出
席
者
は
八
十
名
乃
至
百
名
に
達
せ
り
。
」
三
九
一
三
年
四
月
】

「
九
月
十
九
日
　
藤
根
小
学
校
々
庭
に
於
て
笹
間
村
横
川
目
村
藤
根
村
の
三
村

の
青
年
訓
練
所
生
の
査
閲
か
〔
が
〕
行
は
れ
た
。
査
閲
官
は
瀬
能
司
令
官
殿
。

日
支
衝
突
の
報
あ
り
。
緊
張
し
て
受
け
ら
れ
た
。
藤
根
訓
練
生
九
十
三
名
有
志

軍
人
青
少
年
団
員
等
三
百
名
以
上
参
列
せ
り
。
無
届
欠
席
し
た
る
青
訓
生
二
、

三
名
あ
つ
た
。
」
三
九
三
二
年
一
月
】

「
十
一
月
十
五
日
和
賀
、
胆
沢
二
郡
の
青
年
訓
練
所
総
動
員
の
大
演
習
は
平
和

街
道
を
中
心
と
し
て
挙
行
さ
れ
た
。
東
軍
第
一
中
隊
黒
沢
尻
相
去
六
原
、
第
二

中
隊
黒
岩
立
花
鬼
柳
、
第
三
中
隊
江
釣
子
飯
豊
二
子
（
約
三
百
名
）
、
西
軍
第

一
中
隊
横
川
目
岩
崎
煤
孫
、
第
二
中
隊
藤
根
山
口
、
第
三
中
隊
笹
間
沢
内
湯
田

（約
三
百
名
）
。
統
監
は
八
木
大
尉
。
午
後
黒
中
校
庭
に
て
閲
兵
分
列
等
あ
り
。
」

三
九

三

二
年
一
月
】

「
十
月
十
五
日
よ
り
　
第
八
師
団
秋
季
演
習
は
花
巻
か
ら
盛
岡
に
か
け
て
行
は

る
。
青
訓
生
約
五
千
名
参
加
。
藤
根
青
訓
生
四
十
四
名
参
加
。
十
七
日
、
十
八

日
ト
ラ
ツ
ク
に
て
盛
岡
ま
で
行
く
。
」
三
九
三
二
年
十
月
】

＝
月
二
十
九
日
（
旧
四
日
）
よ
り
青
年
訓
練
を
初
〔
始
〕
む
（
三
十
日
、
三

十
一
日
、
　
一
日
、
二
日
、
十
一
日
、
十
三
日
、
十
九
日
、
二
十
一
日
、
二
十
五

日
、
二
十
六
日
）
。
」
三
九
三
三
年
三
月
】

「
二

月
十
一
日
建
国
祭
に
青
少
年
健
児
の
勇
壮
な
る
雪
中
行
軍
と
演
習
を
北
藤

根
よ
り
後
藤
に
か
け
て
実
施
せ
り
。
九
十
余
名
参
加
。
」
三
九
三
三
年
三
月
】

「九
月
十
七
、
十
八
日
　
和
賀
郡
青
年
訓
練
所
郷
軍
聯
合
演
習
。
六
原
よ
り
黒

沢
尻

に
て
。
」
三
九
三
四
年
十
一
月
】

「
十
一
月
十
七
日
藤
根
小
学
校
に
て
藤
根
、
横
川
目
両
村
の
青
年
学
校
生
徒
及

未
入
営
兵
の
査
閲
あ
り
。
査
閲
官
林
少
佐
。
」
三
九
三
五
年
十
一
月
】

「
十
月
二
十
九
日
、
三
十
日
藤
根
青
年
訓
練
生
四
十
名
盛
岡
に
於
け
る
陸
軍
機

動
演
習
に
参
加
。
秩
父
宮
殿
下
の
御
親
閲
を
受
く
。
」
三
九
三
五
年
十
一
月
】

「
十
一
月
二
十
三
日
和
賀
郡
中
央
部
十
ヶ
町
村
青
年
学
校
聯
合
演
習
。
藤
根
、

江
釣
子
に
於
て
行
ひ
、
参
加
人
員
一
千
名
。
」
三
九
三
七
年
一
月
】

「青
年
学
校
で
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
五
日
間
、
冬
期
修
養
道
場
を
開
い
た
。

青
年
団
の
寒
稽
古
武
道
練
習
会
を
大
に
や
れ
。
ま
だ
や
ら
な
い
部
落
も
あ
る
。

夜
学
も
や
れ
。
非
常
時
だ
。
口
先
ば
か
り
う
ま
く
て
も
敵
が
逃
げ
な
い
。
」
三

九

三

八
年
一
月
】

「岩
手
県
下
学
徒
聯
合
演
習
　
十
一
月
三
日
、
四
日
の
二
日
間
、
雨
雲
深
き
後

藤
野
原
に
於
て
攻
防
演
習
を
行
ふ
。
東
軍
は
黒
沢
尻
に
集
結
、
三
日
夜
滑
田
、

藤
根
、
笹
間
に
宿
営
し
、
西
軍
は
飛
行
場
に
〔
宿
営
し
た
〕
。
四
日
午
前
三
時

よ
り
行
動
を
開
始
。
四
時
半
よ
り
一
斉
に
攻
撃
に
移
り
、
白
兵
戦
を
反
復
し
、
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東
軍
は

陣
地
内
に
突
入
。
六
時
半
休
戦
。
八
時
三
十
分
よ
り
閲
兵
分
列
式
。
十

　
　
時

よ
り
〔
陸
軍
飛
行
場
の
〕
工
事
竣
工
式
挙
行
。
」
【
一
九
三
九
年
十
二
月
】

　
　
「
十
八
日
は
藤
根
小
学
校
に
於
て
飯
豊
、
笹
間
、
藤
根
三
村
の
青
年
学
校
の
査

　
　
閲
を
執
行
せ
り
。
査
閲
官
村
上
大
佐
。
成
績
は
、
優
良
は
飯
豊
、
良
好
笹
間
と

　
　
藤
根
の
二
村
。
」
【
一
九
四
〇
年
十
一
月
】

　
　
「
十
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
和
賀
郡
下
青
年
学
校
聯
合
演
習
が
行
は
れ

　
　

た
。
西
軍
は
横
川
目
に
集
合
、
藤
根
駅
附
近
で
東
軍
と
会
戦
。
煤
孫
学
校
に
宿

　
　
泊
、
二
十
五
日
黒
沢
尻
に
て
終
了
。
西
軍
の
大
隊
長
〔
は
〕
高
橋
徳
兵
衛
氏
で

　
　
あ
つ
た
。
」
【
一
九
四
一
年
十
二
月
】

　
　
「
十
月
三
十
日
、
藤
根
青
年
学
校
訓
練
状
況
県
官
及
支
会
指
導
員
の
視
察
あ
り
。
」

　
　
三

九

四
一
年
十
二
月
】

　
　
「
十
一
月
十
九
日
、
藤
根
横
川
目
両
村
青
年
学
校
教
練
査
閲
が
藤
根
校
庭
で
施

　
　
行

さ
れ
た
、
査
閲
官
高
橋
憲
治
少
佐
出
席
。
生
徒
横
川
目
八
十
名
、
藤
根
百
五

　
　
十
名
。
」
三
九
四
一
年
十
二
月
】

　
　
「
三
月
十
四
日
江
釣
子
国
民
学
校
に
於
て
藤
根
、
江
釣
子
両
青
年
学
校
生
徒
の

　
　
学
科
査
閲
を
行
ふ
。
」
＝
九
四
二
年
三
月
】

　
　
「
十
月
二
日
、
藤
根
学
校
に
て
笹
間
、
横
川
目
、
藤
根
、
三
青
年
学
校
の
査
閲

　
　
が
行
は
れ
、
藤
根
優
、
笹
間
、
横
川
目
良
と
認
め
ら
る
。
」
三
九
四
二
年
十
二

　
　
月
】

　
　
「
笹
間
、
横
川
目
、
岩
崎
、
江
釣
子
、
藤
根
五
ヶ
村
の
青
年
学
校
生
徒
の
特
別

　
　
合
宿
訓
練
が
あ
り
、
三
百
名
。
」
三
九
四
二
年
十
二
月
】

　
　
「
七
月
十
六
、
七
日
、
青
年
学
校
行
軍
。
川
尻
沢
内
雫
石
盛
岡
方
面
。
」
三
九

　
　
四
三
年
冬
】

　
多
数
の
記
事
を
引
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
日
常
の
学
校
単
位
の
訓
練
の
他
に

郡
や
県
な
ど
を
単
位
と
す
る
、
し
か
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
訓
練
や
演
習
が
行
わ
れ

て

い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
規
模
の
大
き
な
演
習
は
軍
が
直
接
組
織
、
指
導
し
て

い

た
こ
と
が
強
く
推
測
さ
れ
る
。
査
閲
と
い
う
評
価
シ
ス
テ
ム
が
か
な
り
厳
格
に
作

動
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
は
ま
さ
に
軍
隊
の
入
り
ロ

で
あ
り
、
軍
隊
と
地
続
き
の
組
織
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

③
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
諸
活
動
、
諸
実
態

訓
練
以
外
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
を
拾
い
出
し
て
み
る
。

　
「
十
二
月
二
十
四
日
、
青
年
訓
練
所
ノ
修
了
式
（
第
一
年
次
）
。
」
三
九
二
六
年

　
十

二
月
】

　
「
第
三
回
建
国
祭
　
二
月
十
一
日
紀
元
節
二
、
午
前
十
時
藤
根
小
学
校
二
於

　
テ
。
在
郷
軍
人
会
、
青
年
訓
練
所
、
口
口
少
年
団
集
合
。
」
三
九
二
八
年
二

月
】

　
「
十
月
十
日
　
大
本
営
前
で
御
親
閲
式
。
一
万
三
千
の
各
団
体
、
藤
根
村
よ
り

　
高
橋
逸
郎
、
柏
葉
甚
作
、
柏
葉
右
工
門
、
高
橋
久
内
、
青
年
訓
練
生
十
六
名
、

少
年
団
員
十
一
名
、
青
年
〔
団
員
？
〕
十
名
、
消
防
員
六
名
出
席
。
」
三
九
二

　
八
年
十
一
月
】

　
「
本
年
青
訓
に
入
る
べ
き
者
　
熊
谷
幸
三
郎
　
池
田
秀
幸
　
高
橋
福
治
　
伊
藤

孫
左
工
門
　
加
藤
久
吉
　
高
橋
治
五
郎
　
高
橋
一
四
郎
　
藤
枝
吉
郎
　
菊
池
定

王
　
小

原
長
一
　
小
原
権
之
助
　
高
橋
一
行
　
高
橋
丑
太
郎
　
高
橋
理
平
　
高

橋
作
太
郎
　
斎
藤
武
雄
　
高
橋
安
雄
　
藤
枝
一
夫
　
高
橋
喜
閲
　
田
鎖
作
松

高
橋
清
徳
　
高
橋
孝
一
　
高
橋
正
志
　
柏
葉
由
吉
」
三
九
三
〇
年
一
月
】

「青
訓
学
科
　
師
団
配
置
十
七
個
師
団
　
近
衛
東
京
　
第
一
東
京
　
第
二
仙
台

第
三
名
古
屋
　
第
四
大
阪
　
第
五
広
島
　
第
六
熊
本
　
第
七
旭
川
　
第
八
弘
前

第
九
金
沢
　
第
十
姫
路
　
第
十
一
善
通
寺
　
第
十
二
久
留
米
　
第
十
四
宇
都
宮

第
十
六
京
都
　
第
十
九
羅
南
　
第
二
十
竜
山
　
守
備
隊
台
湾
　
関
東
州
　
満
州

　
〔
後
略
、
こ
の
後
常
備
兵
数
、
師
団
の
編
成
、
海
軍
区
、
軍
艦
戦
艦
、
兵
種
、

兵
役
、
海
軍
常
備
兵
役
の
各
項
目
に
わ
た
り
同
じ
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

青
年
訓
練
所
で
教
え
て
い
る
「
学
科
」
の
内
容
を
列
挙
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
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る
。
〕
三
九
三
〇
年
一
月
】

　
　
「
藤
根
青
年
訓
練
所
生
徒
数
　
一
年
次
三
七
　
二
年
次
一
八
　
三
年
次
三
二

　
　
四
年
次
二
一
　
計
一
〇
八
」
三
九
三
一
年
四
月
】

　
　
「
青
訓
生
　
小
原
健
、
六
原
道
場
に
入
場
せ
り
。
」
【
一
九
三
二
年
十
月
】

　
　
「
藤
根
青
年
学
校
七
月
一
日
附
岩
手
県
知
事
雪
沢
千
代
治
殿
の
表
彰
を
受
く
。
」

　
　
三

九

三

七
年
六
月
】

　
　
「
同
〔
三
月
〕
二
十
四
日
　
小
学
校
、
青
年
学
校
の
卒
業
式
。
」
三
九
四
〇
年

　
　
四
月
】

　
　
「
五
月
二
十
二
日
宮
城
前
で
行
は
れ
る
青
年
訓
練
実
施
十
五
周
年
記
念
の
全
国

　
　
青
年
学
校
代
表
三
万
余
名
の
御
親
閲
に
参
加
す
る
青
年
は
、
藤
根
村
よ
り
高
橋

　
　
栄
、
伊
藤
孫
十
の
二
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
」
＝
九
四
一
年
五
月
】

　
　
「
青
年
学
校
学
務
委
員
　
小
原
久
蔵
　
高
橋
藤
作
　
藤
枝
忠
雄
　
加
藤
勝
之
助

　
　
高
橋
峯
次
郎
」
三
九
四
一
年
五
月
】

　
雑
多
な
内
容
の
こ
と
が
系
統
性
も
な
く
出
て
く
る
。
時
期
も
違
う
の
で
こ
れ
ら
の

情
報
に
よ
っ
て
青
年
学
校
の
日
常
活
動
を
忠
実
に
再
構
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。　

こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
こ
と
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。

　
一
九
三
一
年
四
月
の
記
事
に
青
年
訓
練
所
の
生
徒
数
が
出
て
い
る
。
高
橋
家
か
ら

発
見

さ
れ
た
資
料
の
中
に
、
「
藤
根
青
年
訓
練
所
と
同
青
年
学
校
」
と
書
か
れ
た
表

紙
を
付
け
て
綴
じ
ら
れ
た
文
書
が
あ
り
、
そ
こ
に
二
六
年
か
ら
四
四
年
ま
で
の
生
徒

数
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
二
六
年
　
　
五
五
人
　
　
二
七
年
　
　
八
一
人
　
　
二
八
年
　
　
七
六
人

二
九
年

三
二
年

三

五
年

三

八
年

四
一
年

九

三
人

一
〇

九

人

一
三
二
人

一
三
六
人

一
〇

七
人

三

〇
年

三
三
年

三

六
年

三
九
年

四

二
年

九

五
人

一
一
四
人

一
三

二
人

九
九
人

七

二
人

三
一
年

三
四
年

三
七
年

四
〇
年

四
三
年

一
〇

八
人

一
二
四

人

二
二
九
人

八
九

人

六

五
人

　
　

四
四
年
　
　
八
二
人
　
　
四
五
年
　
　
六
三
人
　
　
四
六
年
　
　
八
一
人

　
一
九
三
一
年
の
一
〇
八
人
と
い
う
数
字
は
『
真
友
』
の
記
事
と
一
致
し
て
い
る
。

青
年
訓
練
所
は
男
子
の
み
、
青
年
学
校
は
男
女
な
の
で
、
一
九
三
五
年
以
降
は
女
子

を
含
ん
だ
数
字
で
あ
る
。
こ
の
資
料
で
は
男
女
の
内
訳
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
訓
練

所
か

ら
学
校
に
な
っ
て
以
降
の
男
子
生
徒
の
増
減
が
判
然
と
し
な
い
。

　
高
橋
家
か
ら
出
て
き
た
資
料
に
「
昭
和
十
六
年
度
　
往
復
文
書
綴
甲
号
　
藤
根
青

年
学
校
」
と
記
載
さ
れ
た
表
紙
に
綴
じ
ら
れ
た
文
書
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
在
籍
者

数
」
と
「
在
校
者
数
」
の
表
が
あ
る
。
「
在
籍
者
出
稼
状
況
調
」
の
表
が
あ
る
か
ら

「在
校
者
」
は
出
稼
ぎ
で
村
を
離
れ
て
い
る
者
を
除
外
し
た
数
字
で
あ
る
こ
と
が
わ

か

る
。
在
籍
者
の
合
計
は
男
一
六
二
人
、
女
六
六
人
、
在
校
者
の
合
計
は
男
一
二
七

人
、
女
六
五
人
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
研
究
科
（
本
科
を
修
了
し
て
か
ら
さ
ら
に

継
続
し
て
学
ぶ
課
程
）
の
生
徒
を
除
け
ば
在
籍
者
は
男
一
四
四
人
、
女
五
一
人
、
在

校
者
は

男
＝
四
人
、
女
五
一
人
で
あ
る
。

　
「
藤
根
青
年
訓
練
所
と
同
青
年
学
校
」
に
出
て
い
る
生
徒
数
が
実
際
に
出
席
し
て

各
学
年
を
修
了
し
た
人
数
に
限
定
し
た
数
字
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
②
青
年
訓
練

所
・
青
年
学
校
に
お
け
る
訓
練
の
実
態
」
で
取
り
上
げ
た
『
真
友
』
の
記
事
に
よ
れ

ば
、
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
生
徒
の
数
は
一
〇
〇
人
弱
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
、
「
往

復
文
書
綴
」
の
数
字
は
名
目
的
な
部
分
を
含
ん
で
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
い
ず

れ

に
し
て
も
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
は
特
定
の
日
・
時
間
に
限
っ
て
教
育
活
動
を

行
う
機
関
で
あ
っ
た
か
ら
、
実
際
に
即
し
た
生
徒
数
は
把
握
し
に
く
い
。

　
一
九
三
七
年
に
藤
根
青
年
学
校
が
県
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
表
彰
の
趣
旨
が
わ

か

ら
な
い
が
、
三
三
年
に
表
彰
さ
れ
た
同
じ
和
賀
郡
の
広
根
村
の
青
年
訓
練
所
が
表

彰
さ
れ
た
際
の
表
彰
状
の
文
面
が
『
真
友
』
の
三
三
年
三
月
号
に
出
て
い
る
。
そ
こ

に
は
「
入
所
出
席
並
施
設
経
営
良
娘
〔
好
〕
ニ
シ
テ
成
績
優
良
ナ
リ
伍
テ
表
彰
旗
ヲ

授
与
シ
慈
二
之
ヲ
表
彰
ス
」
と
あ
る
。
旗
を
も
ら
え
る
と
な
れ
ば
、
共
同
の
訓
練
や

演
習
の
際
に
際
立
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
の
表
彰
は
か
な
り
現
実
的
実
際
的
な
意

味
を
も
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
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一
九
三
二
年
六
月
号
に
「
青
訓
生
　
小
原
健
、
六
原
道
場
に
入
場
せ
り
。
」
と
い

う
記
事
が
出
て
い
る
。
「
六
原
道
場
」
と
は
岩
手
県
立
六
原
青
年
道
場
の
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
う
　

『
岩
手
近
代
教
育
史
』
に
よ
れ
ば
、
岩
手
県
知
事
石
黒
英
彦
の
方
針
に
よ
り
胆
沢
郡

相
去
村
に
設
置
さ
れ
た
。
設
立
に
当
た
っ
て
は
加
藤
完
治
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。

一
九

三

二
年
九
月
に
第
一
回
の
「
修
錬
生
」
を
入
れ
て
い
る
の
で
、
右
の
記
事
の
小

原
健
は
そ
の
第
一
回
の
修
錬
生
の
一
人
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
石
黒
知
事

は

こ
の
後
北
海
道
庁
長
官
、
文
部
次
官
、
大
政
翼
賛
会
錬
成
局
長
を
歴
任
す
る
。
寛

克
彦
の
教
え
を
受
け
た
内
務
官
僚
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
青
年
学
校
学
務
委
員
の
中
に
高
橋
峯
次
郎
の
名
前
が
あ
る
。
青
年
学
校
の
学
務
委

員
は
「
青
年
学
校
令
施
行
規
則
」
（
一
九
三
九
年
文
部
省
令
第
二
十
四
号
）
中
に
規

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
就
学
の
奨
励
・
督
促
や
学
校
の
経
営
・
運
営
に
関

し
て
市
町
村
長
を
補
助
す
る
任
務
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
高
橋
が
指
導
員
兼
学
務
委

員
と
し
て
青
年
学
校
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

④
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
教
員

教
員
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
異
動
関
係
の
こ
と
な
ど
が
時
々
記
事
に
出
て
い
る
。

　
「
十
二
月
二
十
一
日
、
青
年
訓
練
所
指
導
員
会
議
。
」
三
九
二
六
年
十
二
月
】

　
「
青
年
学
校
の
加
藤
勝
夫
氏
、
満
洲
の
県
農
会
主
事
と
し
て
赴
任
。
後
任
は
小

　
原
賢
一
先
生
。
」
＝
九
三
七
年
一
月
】

　
「
学
校
職
員
　
〔
小
学
校
は
省
略
〕
青
年
校
　
小
原
賢
一
5
6
　
斎
藤
タ
キ
2
0
　
高

　
橋
峯
次
郎
、
菊
池
慶
蔵
、
加
藤
武
、
小
原
康
志
、
菅
沼
義
平
、
菅
沼
昌
教
。
」

　
＝

九

三
九
年
一
月
】

　
「
藤
根
青
年
学
校
の
小
原
賢
一
先
生
は
花
巻
の
青
年
学
校
に
、
後
任
は
遠
野
青

年
学
校
よ
り
小
原
武
治
先
生
が
来
ら
れ
た
。
」
三
九
四
一
年
五
月
】

　
「
青
年
学
校
指
導
員
に
高
橋
源
八
、
高
橋
善
一
、
高
橋
勘
二
の
三
名
。
」
三
九

　
四
一
年
十
二
月
】

　
　
「
〔
前
略
〕
青
年
学
校
の
鈴
木
先
生
は
飯
豊
へ
、
菊
池
英
子
先
生
が
来
る
。
〔
後

　
　
略
〕
」
【
一
九
四
二
年
三
月
】

　
　
「
簡
単
に
木
炭
を
製
造
す
る
方
法
が
あ
る
の
で
、
皆
が
喜
ん
で
や
つ
て
ゐ
る
。

　
　
知
り
た
い
方
は
青
年
学
校
の
小
原
先
生
に
伝
授
さ
れ
て
下
さ
い
。
」
三
九
四
二

　
　
年
十
二
月
】

　
　
「
〔
前
略
〕
青
年
校
の
小
原
武
治
氏
九
戸
郡
長
内
青
年
校
々
長
に
。
後
に
笹
間
よ

　
　
り
平
野
金
一
先
生
。
〔
後
略
〕
」
三
九
四
三
年
六
月
】

　
一
九
三
九
年
の
記
事
に
八
人
の
青
年
学
校
教
員
の
名
前
が
出
て
い
る
。
う
ち
二
人

に
つ
い
て
は
「
5
6
」
「
2
0
」
と
い
う
数
字
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
俸

給
の
月
額
で
あ
る
。
こ
の
二
人
が
教
諭
ま
た
は
助
教
諭
で
、
あ
と
は
指
導
員
で
あ
ろ

う
（
指
導
員
に
は
手
当
が
支
給
さ
れ
る
）
。
同
じ
記
事
に
藤
根
小
学
校
の
教
員
の
俸

給
月
額
が
出
て
い
る
が
、
最
も
低
い
教
員
で
も
二
六
円
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
円
は

き
わ
め
て
安
い
。

　

こ
れ
だ
け
頻
繁
に
異
動
が
あ
る
中
で
、
高
橋
は
一
九
三
二
年
か
ら
戦
後
ま
で
青
年

訓
練
所
・
青
年
学
校
の
教
員
（
指
導
員
）
を
続
け
た
。
生
徒
た
ち
や
村
の
人
た
ち
に

対
す
る
存
在
感
は
大
き
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

⑤
少
年
団
・
青
年
団

　
「
③
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
諸
活
動
、
諸
実
態
」
で
取
り
上
げ
た
記
事
に
も

少
年
団
や
青
年
団
の
こ
と
が
少
し
出
て
き
た
が
、
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
と
少
年

団
や
青
年
団
は
密
接
な
関
連
を
も
ち
、
ま
た
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
特
に
こ
の
地
域
の
少
年
団
は
き
わ
め
て
早
い
時
期
か
ら
設
立
さ
れ
た
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
系
の
少
年
団
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
設
立
に
は
高
橋
峯
次
郎
が
深
く
関

　
　
　
　
　
　

与

し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
少
年
団
や
青
年
団
に
深
く
言
及
す
る
こ
と
は
避
け
る
が
、

そ
の
活
動
の
概
略
を
伝
え
る
『
真
友
』
の
記
事
を
い
く
つ
か
引
用
し
て
お
く
こ
と
に

し
た
い
。
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ま
ず
少
年
団
に
関
す
る
記
事
の
う
ち
主
要
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
九
月
十
三
日
、
少
年
団
乃
木
祭
挙
行
。
」
三
九
二
六
年
九
月
】

　
「
十
二
月
十
四
日
、
入
営
兵
及
除
隊
兵
ノ
報
告
祭
（
村
社
二
於
テ
）
。
少
年
団
ノ

　
義
士
祭
。
聖
上
陛
下
御
平
癒
祈
願
。
」
【
一
九
二
六
年
十
二
月
】

　
「
雑
誌
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は
少
年
団
各
班
で
買
つ
て
下
さ
い
。
小
さ
な
本
「
御
国

　
の

護
り
」
一
冊
宛
あ
げ
ま
す
か
ら
各
班
で
人
名
を
至
急
報
告
下
さ
い
（
事
務
所

　
ま
で
）
。
」
【
一
九
二
八
年
五
月
】

　
「
六
月
二
十
三
日
少
年
団
の
野
営
実
施
六
十
三
名
。
」
＝
九
二
八
年
七
月
】

　
「
全
国
少
年
団
総
会
　
十
二
月
八
、
九
日
東
京
青
年
会
館
に
て
高
橋
峯
次
郎
出

　
席
。
」
三
九
二
八
年
十
一
月
】

　
「
少
年
団
　
日
本
聯
盟
総
長
伯
爵
後
藤
新
平
閣
下
、
四
月
十
三
日
午
前
五
時
三

　
十
分
、
京
都
の
病
院
で
亮
去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
三
歳
。
御
葬
儀
は
十
六
日
東

　
京
青
山
で
行
は
れ
、
四
月
二
十
八
日
は
追
悼
会
。
」
二
九
二
九
年
五
月
】

　
「
少
年
団
の
訓
練
は
、
少
年
の
遊
び
た
い
と
い
ふ
心
を
本
と
し
て
編
み
出
さ
れ

　

た
も
の
で
、
少
年
時
代
に
は
最
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
又
悪
い
癖
を
正
す
に

　

も
一
番
よ
い
時
で
あ
る
。
そ
し
て
愛
国
運
動
の
土
台
と
な
り
実
修
と
体
験
を
す

　

る
の
で
あ
る
。
村
の
少
年
は
農
事
の
手
伝
に
使
は
れ
、
学
校
以
外
に
修
養
の
た

　
め

親
切
に

導
い
て
く
れ
る
人
が
少
な
い
。
十
年
後
に
は
村
の
公
民
と
な
り
村
の

　

中
堅
と
な
り
粗
末
に
さ
れ
ぬ
。
真
に
村
を
思
ひ
国
を
思
ふ
人
士
諸
君
の
助
力
を

　
願
ふ
の

で
あ
る
。
各
班
に
集
る
場
所
が
必
要
。
帆
立
小
屋
で
も
よ
い
、
又
本
部

　

に
事
務
室
の
必
要
あ
る
。
少
年
団
の
大
本
営
と
な
る
、
村
の
中
央
に
あ
る
と
よ

　

ろ
し
い
。
」
三
九
二
九
年
五
月
】

　
「
乃
木
祭
　
少
年
団
は
村
社
に
於
て
午
後
八
時
よ
り
乃
木
祭
を
行
ひ
営
火
、
お

　
話
、
天
幕
露
営
を
な
し
、
翌
十
四
日
午
前
六
時
解
散
せ
り
。
」
三
九
三
〇
年
十

　
月
】

　
「
三
月
四
日
　
少
年
団
の
盛
岡
地
方
聯
盟
の
総
会
に
高
橋
峰
次
郎
、
加
藤
勝

　
夫
、
高
橋
純
逸
の
三
名
出
席
。
」
三
九
三
一
年
四
月
】

「
二
月
十
一
日
　
建
国
祭
。
少
年
団
に
て
は
国
旗
掲
揚
の
ポ
ス
タ
ー
四
百
枚
配

布
。
」
三
九
三
一
年
四
月
】

「
少
年
団
　
少
年
団
の
事
務
所
を
建
て
た
い
と
思
つ
て
か
ら
五
、
六
年
に
な
る

が
、
本
年
漸
く
で
き
た
役
場
の
そ
ば
を
か
り
て
、
色
々
な
参
考
品
を
各
地
方
に

出
て
ゐ
る
人
々
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
あ
る
も
の
も
そ
こ
に
保
存
し
た
い
。
其
他
土

に
関
す
る
材
料
も
あ
つ
め
た
い
。
皆
さ
ん
の
御
援
助
を
願
ひ
ま
す
。

二
、
道
地
イ
ヌ
班
、
後
藤
ネ
ヅ
ミ
班
で
は
集
合
場
小
屋
を
建
て
た
。
各
組
の
班

で
も
改
築
を
し
て
は
い
か
が
。

三
、
北
藤
根
の
ハ
ト
班
、
ネ
コ
班
、
ウ
シ
班
で
は
社
会
奉
仕
と
し
て
ガ
ラ
ス
か

け
セ
ト
か
け
の
投
棄
場
を
ア
ラ
ヤ
シ
キ
に
設
け
た
。
よ
い
こ
と
を
し
た
。
在
郷

軍
人

高
橋
逸
郎
君
と
高
橋
秋
之
助
君
の
世
話
で
八
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二

日
間
か
・
つ
て
や
つ
た
。

四
、
野
中
の
ラ
イ
オ
ン
班
で
は
十
人
位
入
れ
ら
〔
れ
〕
る
天
幕
を
自
製
し
て
キ

ャ
ン
プ
を
実
施
し
た
。
天
竺
木
綿
を
買
つ
て
作
れ
ば
二
、
三
円
で
で
き
る
。

五
、
雑
誌
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
各
班
で
回
覧
。
十
冊
。

六
、
岩
手
県
の
少
年
団
聯
盟
で
は
南
部
伯
を
総
理
に
い
た
だ
い
た
。
」
三
九
三

一
年
九
月
】

「
少
年
団
　
四
月
二
十
日
犬
班
指
導
。
五
月
三
日
鶯
班
指
導
。
五
月
九
日
班
長

会
議
。
五
月
十
五
日
消
防
演
習
警
備
奉
仕
。
」
【
一
九
三
二
年
六
月
】

「九

月
十
三
日
　
藤
根
少
年
団
の
乃
木
祭
。
午
後
八
時
よ
り
事
務
所
に
於
て
挙

行
せ
り
。
」
三
九
三
二
年
十
月
】

コ

月
九
日
（
十
二
月
十
四
日
）
少
年
団
の
義
士
祭
。
」
三
九
三
三
年
三
月
】

「
少
年
団
で
は
各
班
に
巡
回
修
養
お
話
会
を
開
く
。
」
三
九
三
三
年
三
月
】

「十
月
よ
り
少
年
団
夜
警
開
始
。
」
三
九
三
三
年
十
一
月
】

「九
月
十
三
日
　
藤
根
少
年
団
の
乃
木
祭
。
」
三
九
三
四
年
十
一
月
】

「少
年
団
が
毎
土
曜
日
に
北
藤
根
会
館
、
日
曜
日
に
中
野
会
館
に
集
合
し
て
ゐ

る
。
」
三
九
三
四
年
十
一
月
】
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高
橋
峯
次
郎
が
少
年
団
の
運
営
に
深
く
、
ま
た
熱
心
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
た
だ
し
少
年
団
に
関
す
る
記
事
は
一
九
三
〇
年
代
の
半
ば
で
出
な
く
な

る
。
三
二
年
の
文
部
大
臣
訓
令
「
児
童
生
徒
二
対
ス
ル
校
外
生
活
指
導
二
関
ス
ル

件
」
を
機
に
文
部
省
は
学
校
を
中
心
と
し
た
少
年
団
の
組
織
化
を
推
進
し
、
ま
た
イ

ギ

リ
ス
発
祥
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
対
す
る
軍
や
世
論
の
批
判
な
い
し
敬
遠
な
ど
も

あ
っ
て
、
全
国
的
に
み
て
も
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
系
の
少
年
団
は
三
〇
年
代
を
通
じ
て

衰
微
し
て
い
く
。
藤
根
少
年
団
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
点
に
関
す

る
高
橋
の
苦
悩
や
苦
慮
は
『
真
友
』
に
は
現
れ
な
い
。
二
九
年
五
月
の
記
事
に
「
少

年
団
の
訓
練
は
、
少
年
の
遊
び
た
い
と
い
ふ
心
を
本
と
し
て
編
み
出
さ
れ
た
も
の

で
、
少
年
時
代
に
は
最
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
又
悪
い
癖
を
正
す
に
も
一
番
よ
い

時
で
あ
る
。
そ
し
て
愛
国
運
動
の
土
台
と
な
り
実
修
と
体
験
を
す
る
の
で
あ
る
」
と

あ
る
通
り
、
少
年
団
の
訓
練
が
青
年
団
や
青
年
訓
練
所
の
訓
練
に
自
然
に
連
続
す
る

も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次

に
青
年
団
に
関
す
る
主
な
記
事
を
見
て
み
た
い
。

　
　
「
十
二
月
三
十
一
日
、
藤
根
村
青
年
団
ノ
雄
弁
会
（
藤
根
学
校
）
。
」
三
九
二
六

　
　
年
十
二
月
】

　
　
「
招
魂
祭
　
八
月
十
四
日
（
旧
十
七
日
）
、
午
後
二
時
挙
行
。
会
員
一
同
集
合
ノ

　
　
コ
ト
。
青
年
団
、
少
年
団
モ
参
拝
。
」
三
九
二
七
年
七
月
】

　
　
「
七
月
二
十
一
日
　
和
賀
郡
青
年
団
運
動
会
、
藤
根
村
第
五
位
。
」
三
九
二
九

　
　
年
八
月
】

　
　
「
八
月
二
十
一
日
よ
り
　
藤
根
村
青
年
団
常
識
講
座
開
催
。
」
三
九
二
九
年
八

　
　
月
】

　
　
「
二
月
二
十
二
日
　
藤
根
村
青
年
団
の
総
会
。
団
長
に
高
橋
徳
孝
、
副
団
長
に

　
　
高
橋
重
蔵
、
高
橋
泰
三
郎
。
」
【
一
九
三
一
年
四
月
】

　
　
「
青
年
団
の
主
催
模
擬
国
会
は
八
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
た
が
盛
会
で
あ
つ

　
　
た
。
同
窓
会
の
話
は
な
い
。
活
動
写
真
会
は
九
月
三
日
に
野
中
で
開
い
た
。
」

　
　
三
九
三
一
年
九
月
】

　
　
「
八
月
十
八
日
藤
根
村
の
招
魂
祭
挙
行
　
式
後
に
在
郷
軍
人
と
青
年
団
と
聯
合

　
　
の
武
術
会
あ
り
。
」
三
九
三
二
年
十
月
】

　
　
「
九
月
一
日
北
藤
根
の
青
年
会
館
の
開
場
式
あ
り
。
三
間
に
八
間
の
平
屋
、
図

　
　
書
館
も
附
設
す
。
」
三
九
三
二
年
十
月
】

　
　
「
八
月
二
十
六
日
の
招
魂
祭
に
青
年
団
聯
合
武
術
会
を
開
催
せ
り
。
」
三
九
三

　
　
四
年
十
一
月
】

　
　
「
三
月
十
日
陸
軍
記
念
日
、
〔
中
略
〕
夜
間
中
野
長
清
水
青
年
団
主
催
の
軍
人
及

　
　
家
族
慰
安
演
芸
会
。
」
＝
九
三
九
年
三
月
】

　
　
「
四
月
二
十
九
日
の
天
長
節
の
式
後
、
藤
根
学
校
で
藤
根
村
青
少
年
団
の
結
成

　
　
入
団
式
を
行
つ
た
。
」
三
九
四
一
年
五
月
】

　
　
「
五
月
九
日
藤
根
国
民
学
校
及
青
年
団
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
た
。
満
開
す
ぎ

　
　

る
桜
花
の
下
で
、
青
年
団
の
競
技
点
数
は
旭
昇
三
五
、
矯
風
三
三
、
勇
進
二

　
　
九
、
後
藤
二
四
、
野
中
一
〇
。
」
三
九
四
一
年
五
月
】

　
　
「
藤
根
村
青
年
常
会
日
割
毎
月
　
本
団
男
二
日
女
三
日
　
野
中
男
五
日
女
八
日

　
　
旭
昇
男
十
日
女
十
五
日
　
勇
進
男
三
日
女
十
二
日
　
矯
風
男
五
日
女
五
日
　
後

　
　
藤
男
四
日
女
七
日
　
長
沼
男
十
一
日
女
八
日
」
【
一
九
四
一
年
十
二
月
】

　
　
「
二
月
十
九
日
よ
り
五
日
間
青
年
道
場
を
開
催
。
入
場
生
六
十
名
。
」
三
九
四

　
　
二
年
三
月
】

　
　
「
〔
七
月
〕
三
日
に
藤
根
校
で
青
少
年
団
の
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
笹
間
、
横

　
　
川
目
、
岩
崎
、
江
釣
子
、
藤
根
の
五
ヶ
村
の
青
年
団
少
年
団
三
千
人
集
合
。
」

　
　
三

九
四

二
年
七
月
】

　
　
「
〔
十
月
〕
二
十
八
日
青
少
年
団
武
道
会
。
」
三
九
四
三
年
冬
】

　
　
「
青
年
団
割
田
班
か
ら
真
友
経
費
に
一
六
〇
〔
円
〕
寄
贈
さ
る
。
演
芸
会
の
収

　
　
入
か
ら
。
」
【
一
九
四
三
年
冬
】

　

こ
の
記
事
を
見
る
限
り
、
平
均
的
な
、
普
通
の
青
年
団
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
教
化
活
動
や
本
来
の
修
養
的
な
活
動
に
そ
れ
ほ
ど
熱
心
だ
っ
た
と
も
思
え
な

い
。
雄
弁
会
や
運
動
会
な
ど
の
娯
楽
的
要
素
の
濃
い
活
動
が
多
く
報
じ
ら
れ
て
い
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る
。
一
九
四
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
「
青
年
常
会
」
「
青
年
道
場
」
の
記
事
が
出
て

く
る
が
、
こ
れ
が
青
年
団
そ
の
も
の
の
活
動
な
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

　
な
お
、
一
九
三
一
年
四
月
の
記
事
に
団
長
・
副
団
長
の
名
前
が
出
て
い
る
。
『
藤

根
郷
土
史
』
に
よ
れ
ば
、
高
橋
徳
孝
は
一
九
四
五
年
中
に
短
期
間
村
長
に
な
っ
て
い

て
、
在
任
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
「
歴
代
助
役
」
の
リ
ス
ト
に
も
名
前
が
出
て
い

る
。
高
橋
重
蔵
は
四
七
年
、
高
橋
泰
三
郎
は
四
六
年
に
村
会
議
員
に
な
っ
て
い
る
。

三
人

と
も
に
藤
根
小
学
校
長
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
一
般
に
村
長
や
小
学
校
長
が
青

年
団
の
役
員
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
彼
ら
は
、
三
一
年
当
時
は
青
年
団
の
メ
ン

バ

ー
（
つ
ま
り
「
青
年
」
）
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

◎
青
年
た
ち
の
銃
後
活
動

　
在
郷
軍
人
会
の
会
報
と
い
う
性
格
も
あ
っ
て
、
銃
後
活
動
へ
の
協
力
の
呼
び
か
け

は
誌
面
で
積
極
的
に
行
わ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
活
動
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

た
。
こ
こ
で
は
青
年
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
銃
後
活
動
の
記
事
を
拾
っ
て
検
討
し

て

み
た
い
。

　
　
「
公
主
嶺
独
立
歩
兵
大
体
本
部
歩
兵
軍
曹
加
藤
忠
紀
君
よ
り
の
手
紙
〔
前
略
〕

　
　
少
年
団
の
慰
問
袋
は
大
好
評
。
僕
も
実
に
喜
び
ま
し
た
。
別
賓
あ
り
女
学
生
あ

　
　
り
又
お
婆
さ
ん
等
の
写
真
入
り
に
は
兵
士
の
喜
ぶ
こ
と
彩
し
。
〔
後
略
〕
」
三

　
　
九

三

二
年
一
月
】

　
　
「
藤
根
少
年
団
十
月
十
日
班
長
会
議
、
十
一
月
一
日
慰
問
袋
百
九
十
九
送
る
。

　
　
十
一
月
十
四
日
黒
沢
尻
駅
に
て
警
衛
の
助
手
を
な
す
。
十
一
月
二
十
八
日
班
長

　
　
会
議
。
十
二
月
十
四
日
義
士
祭
。
」
＝
九
三
二
年
一
月
】

　
　
「
出
征
兵
の
家
に
農
業
の
手
伝
長
沼
の
青
年
及
郷
軍
班
で
斎
藤
君
の
家
に
田

　
　
植
、
田
の
除
草
等
の
手
伝
。
中
野
長
清
水
で
及
川
君
千
葉
君
の
家
に
稲
か
り
の

　
　
手
伝
を
な
せ
り
と
。
」
三
九
三
三
年
十
一
月
】

　
　
「
飛
行
場
地
な
ら
し
　
九
月
ま
で
毎
日
八
百
人
の
中
等
学
校
、
青
年
学
校
生
徒

　
　
が
働
く
。
」
三
九
三
八
年
七
月
】

　
　
「
同
〔
三
月
〕
二
十
二
日
　
勤
労
報
国
団
女
子
七
名
茨
城
県
高
萩
工
場
に
五
ヶ

　
　
月
の
勤
務
を
終
り
帰
る
。
〔
七
人
の
氏
名
省
略
〕
。
百
円
つ
つ
持
ち
て
。
」
＝
九

　
　
四
〇
年
四
月
】

　
　
「
二
月
十
二
日
青
年
学
校
生
徒
五
十
余
名
、
釜
石
鉱
山
に
勤
労
の
た
め
出
発
。
」

　
　
【
一
九
四
一
年
三
月
】

　
　
「
黒
沢
尻
中
学
校
生
徒
の
稲
刈
作
業
奉
仕
謝
礼
よ
り
十
五
円
を
藤
根
村
銃
後
奉

　
　
公
会
に
寄
附
さ
る
。
」
【
一
九
四
二
年
十
二
月
】

　
　
「
〔
九
月
〕
二
十
日
よ
り
黒
中
生
ノ
稲
刈
奉
仕
隊
来
村
。
」
三
九
四
三
年
冬
】

　
青
年
だ
け
に
か
か
わ
る
銃
後
の
活
動
の
記
事
は
こ
の
程
度
で
、
思
っ
た
ほ
ど
多
く

は

な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
出
征
兵
士
の
見
送
り
や
集
会
な
ど
の
村
の
行
事
に
は
、
青

年
団
員
な
い
し
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
生
徒
は
当
然
参
加
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ

る
の
で
、
青
年
だ
け
の
行
事
は
多
く
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
九
三
八
年
の
記
事
に
飛
行
場
で
の
作
業
の
こ
と
が
出
て
い
る
が
、
「
飛
行
場
」

と
あ
る
の
は
藤
根
村
後
藤
野
に
建
設
中
の
陸
軍
飛
行
場
の
こ
と
で
あ
る
。
『
藤
根
郷

土
史
』
の
末
尾
に
添
付
さ
れ
て
い
る
菊
池
敬
一
「
高
橋
峯
次
郎
伝
」
に
は
「
昭
和
十

四
年
、
藤
根
の
後
藤
野
に
陸
軍
飛
行
場
が
県
民
の
奉
仕
に
よ
り
建
設
さ
れ
る
と
い
う

大
事
業
が
お
こ
る
と
、
彼
は
連
日
そ
の
奉
仕
に
参
加
し
た
」
と
あ
る
。
高
橋
峯
次
郎

の

関
心
事
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
『
真
友
』
に
は
飛
行
場
関
連
の
記
事
は
あ
ま

り
な
い
。

⑦
高
橋
峯
次
郎
の
青
年
教
育
論
、
青
年
へ
の
期
待
と
不
満

　
高
橋
峯
次
郎
は
時
お
り
教
育
論
ら
し
い
文
章
を
掲
載
し
て
い
る
。
特
に
青
年
の
教

育
を
論
じ
た
も
の
の
う
ち
、
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
青
年
訓
練
所
ニ
ツ
キ
、
本
年
四
月
ノ
勅
令
ニ
ョ
リ
七
月
カ
ラ
各
町
村
二
青
年

　
　
訓
練
所
ト
イ
フ
ロ
ロ
設
ケ
ラ
レ
マ
シ
タ
。
満
十
⊥
ハ
歳
カ
ラ
ニ
十
歳
マ
デ
ノ
青
年
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ハ
入
所
シ
テ
訓
練
ヲ
ウ
ク
ル
ノ
デ
ス
。

　

何
ヲ
ヤ
ル
カ
。
学
科
ト
シ
テ
ハ
修
身
公
民
科
二
普
通
科
職
業
科
等
一
年
二
百

時
間
、
教
練
ハ
一
年
二
百
時
間
、
教
師
ハ
指
導
員
ト
イ
ツ
テ
、
学
科
ハ
小
学
校

教
員
ガ
ナ
リ
、
教
練
ニ
ハ
在
郷
軍
人
ガ
ヤ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
タ
。

　

外
国
デ
ハ
早
ク
カ
ラ
少
年
団
青
年
団
ノ
訓
練
ヲ
国
家
ガ
沢
山
費
用
ヲ
カ
ケ
テ

ヤ
ッ
テ
居
ル
。
我
ガ
国
モ
列
国
二
劣
ラ
ズ
国
ヲ
進
メ
テ
ユ
ク
ニ
ハ
モ
ッ
ト
国
民

ガ

シ
ッ
カ
リ
シ
テ
ユ
カ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。

　
今
迄
徴
兵
検
査
マ
デ
野
放
ニ
シ
テ
オ
イ
タ
青
年
ヲ
集
メ
テ
訓
練
ヲ
ヤ
ル
ノ
デ

ア
ル
カ
ラ
、
中
ニ
ハ
訓
練
ヲ
ウ
ケ
ル
ノ
ガ
イ
ヤ
ダ
、
厄
介
ダ
、
ウ
ル
サ
イ
ナ
ド

ト
思
フ
者
モ
ア
ル
カ
モ
シ
レ
ナ
イ
。
シ
カ
シ
ヨ
ク
考
ヘ
テ
見
ル
ト
イ
ヤ
デ
ナ

イ
、
自
分
ノ
タ
メ
ダ
、
進
ン
デ
受
ク
ベ
キ
モ
ノ
ダ
、
小
サ
ナ
セ
マ
イ
考
ヘ
デ
自

分
ノ
シ
ゴ
ト
ノ
都
合
ガ
ワ
ル
イ
、
身
体
ヲ
自
由
ニ
セ
ラ
レ
ナ
イ
ノ
ハ
ワ
ル
イ
ナ

ド
ト
個
人
的
気
マ
マ
ナ
心
ヲ
起
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
村
ノ
タ
メ
ニ
ハ
一
人
前
ノ
公

民

ト
国
民
ト
シ
テ
ハ
、
大
切
ナ
皇
国
ヲ
守
ッ
テ
ユ
ク
カ
ヲ
持
タ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ

ヌ
。

　
吾
レ
吾
レ
ハ
国
家
ア
ッ
テ
ノ
吾
レ
吾
レ
ダ
。
万
一
ペ
チ
ャ
ン
ト
イ
ッ
タ
場
合

ニ

ド
ウ
ス
ル
。
青
年
訓
練
ガ
イ
ヤ
ダ
、
青
年
団
少
年
団
ノ
集
合
ハ
イ
ヤ
ダ
、
軍

人
会
ノ
会
合
ハ
イ
ヤ
ダ
モ
ア
ッ
タ
モ
ノ
デ
ナ
イ
。
青
年
訓
練
ハ
進
ン
デ
喜
ン
デ

受
ク
ベ
キ
モ
ノ
ダ
。
」
【
一
九
二
六
年
七
月
】

「青
年
訓
練
の
眼
目
　
訓
練
の
効
果
は
軍
事
的
に
の
み
顕
は
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
産
業
方
面
に
於
て
も
亦
遺
憾
な
く
役
立
つ
。
規
律
正
し
く
時
間
観
念
強

く
、
協
同
精
神
旺
盛
に
し
て
団
結
力
の
大
な
る
こ
と
は
如
何
な
る
仕
事
に
直
面

し
て
も
優
秀
な
る
成
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
ど
こ
ま
で
も
完
全
な
る
国

民
の
養
成
、
平
戦
両
時
を
通
じ
て
国
家
総
動
員
の
予
行
演
習
、
青
訓
は
決
し
て

政
府
の
仕
事
で
は
な
い
、
国
民
そ
れ
自
身
の
仕
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
＝

九

三
四
年
四
月
】

「農
村
の
少
年
は
都
会
の
少
年
の
や
う
に
活
動
写
真
や
そ
の
他
の
好
ま
し
か
ら

　
　
ぬ
娯
楽
の
誘
惑
は
な
い
が
、
動
も
す
れ
ば
農
事
の
手
伝
等
に
の
み
時
を
費
し
、

　
　
夫
れ
以
外
、
自
巳
〔
己
〕
の
修
養
に
力
を
端
し
又
修
養
の
た
め
に
個
人
的
に
親

　
　
切

に
導
い
て
呉
れ
る
人
が
少
な
い
。
小
学
校
教
員
は
職
務
上
よ
り
見
れ
ば
勿
論

　
　
都
鄙

を
問
は
ず
、
少
年
の
指
導
に
従
事
さ
る
べ
き
筈
の
人
で
は
あ
る
が
、
今
日

　
　
の
小
学
校
教
員
の
多
忙
な
る
は
実
に
想
像
以
上
で
あ
る
。
到
底
こ
れ
等
の
人
に

　
　
の

み

御
願
ひ
し
得
る
も
の
で
な
い
。
職
業
の
如
何
に
拘
ら
ず
少
年
教
養
の
尊
い

　
　
分
担
を
自
発
的
社
会
奉
仕
の
一
端
と
し
て
や
る
べ
き
で
あ
る
。
教
員
で
も
軍
人

　
　
で
も
、
神
官
で
も
、
僧
侶
で
も
、
公
吏
で
も
、
青
年
で
も
、
少
年
を
善
導
し
一

　
　
村
の

た
め
社
会
の
た
め
尽
す
べ
き
で
あ
る
。
」
【
一
九
三
四
年
十
一
月
】

　
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
書
か
れ
た
青
年
教
育
論
ら
し
き
文
章
の
代

表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
共
通
し
て
読
み
と
れ
る
の
は
、
ま
ず
高
橋
峯
次

郎
が
非
常
に
素
朴
な
愛
国
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
思
想
の
根
底
に
あ

っ

た
の
は
自
発
性
（
自
発
的
奉
仕
の
精
神
）
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
素
朴
な
」

と
書
い
た
の
は
、
例
え
ば
こ
の
時
期
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
よ
う
な
観
念
的
な
神
道

思

想
や
国
体
論
を
受
け
売
り
で
振
り
回
し
た
よ
う
な
文
章
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
に
限
ら
ず
、
『
真
友
』
全
体
か
ら
特
定
の
思
想
の

影
響
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
一
九
三
〇
年
代
の
後
半
以
降
に
な
る
と
、
少
し
論
調
が
変
化
し
て
く
る
。
こ
の
時

期
の
文
章
の
主
な
も
の
を
拾
い
出
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
「
村
の
発
達
を
計
る
に
目
前
の
利
益
に
の
み
考
へ
て
は
、
村
が
富
む
や
う
で
も

　
　
後
に
は
衰
へ
る
。
良
い
物
産
、
良
い
人
を
造
る
村
は
将
来
良
い
村
に
な
れ
る
。

　
　
　
学
校
教
育
が
進
め
ら
れ
て
、
字
を
書
き
、
本
を
読
み
、
よ
く
語
る
人
が
増
え

　
　
て

も
、
家
庭
が
荒
れ
社
会
が
荒
れ
て
ゐ
て
は
無
駄
仕
事
で
あ
る
。
却
つ
て
金
を

　
　
か
け
て
教
育
し
て
家
を
滅
ぼ
し
村
を
悪
く
す
る
。

　
　
　
農
作
物
は
、
今
年
悪
け
れ
ば
ま
た
来
年
作
り
直
す
こ
と
が
出
来
る
が
、
子
供

　
　
は
一
回
作
な
れ
ば
作
り
直
し
は
で
き
な
い
。

　
　
　
村
の
青
年
は
南
方
の
暖
い
地
方
に
沢
山
出
稼
し
て
ゐ
る
。
親
た
ち
は
寒
い
雪
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の

中
で
借
金
軍
と
戦
争
し
て
ゐ
る
。
少
し
は
故
郷
の
家
と
村
を
思
ふ
て
弾
丸
を

送
れ
。

　
徴
兵
検
査
過
ぎ
な
い
者
は
嫁
取
る
な
。
本
人
も
軍
隊
も
損
を
す
る
。
」
三
九

三
七
年
一
月
】

「
銃
後
の
人
々
に
お
願
ひ
　
一
、
百
姓
は
米
を
沢
山
と
る
こ
と
。
〔
中
略
〕
十
、

青
年
は
剣
道
柔
道
を
大
い
に
や
れ
。
弾
丸
つ
き
た
ら
何
で
や
る
。
」
三
九
三
八

年
七
月
】

「銃
後
の
青
年
も
つ
と
第
一
線
の
将
兵
の
苦
労
を
思
へ
。
慰
問
の
手
紙
も
書
か

ず
、
献
金
も
せ
ず
、
貯
金
も
せ
ず
、
剣
道
も
、
柔
道
も
、
角
力
も
や
ら
ぬ
。
青

訓
に
も
な
ま
け
る
。
他
人
の
こ
と
で
な
い
、
自
分
の
体
育
だ
。
戦
争
は
こ
れ
か

ら
だ
。
命
の
や
り
と
り
に
び
つ
く
り
す
る
な
。

　
銃
後
の
婦
人
会
、
熱
が
さ
め
た
の
か
、
慰
問
袋
も
忘
れ
た
の
か
。

　
一
般
に
学
校
教
育
〔
が
〕
ゆ
る
ん
だ
と
い
ふ
人
あ
り
。
ほ
ん
と
う
か
う
そ

か
、
大
人
が
確
か
〔
に
〕
ゆ
る
ん
で
き
た
。
」
三
九
三
八
年
十
月
】

「賃
金
が
高
く
な
つ
た
の
で
百
姓
を
や
め
て
テ
マ
ト
リ
す
る
と
い
ふ
も
の
増
え

る
。
よ
い
青
少
年
が
都
会
に
吸
は
れ
て
ゆ
く
。
農
村
は
何
を
吸
ふ
て
米
を
と

る
。
男
は
皇
国
の
為
に
海
を
越
え
る
。
娘
十
九
手
が
冷
え
る
。
」
三
九
三
九
年

三
月
】

「青
年
学
校
々
舎
ま
だ
で
き
な
い
。
生
徒
も
出
席
少
な
い
。
遊
ん
で
ゐ
て
敵
陣

に
き
り
込
む
勇
気
あ
り
や
。

　
村
の
青
年
目
を
さ
ま
せ
。
お
や
ぢ
も
何
を
見
て
ゐ
る
か
。
指
導
者
も
元
気
だ

せ
。
」
三
九
三
九
年
十
月
】

「
松

田
義
一
氏
曰
く
、
人
間
は
最
初
の
踏
み
だ
し
百
姓
し
て
土
に
親
し
み
汗
を

な
が
し
て
働
く
べ
し
と
。
か
う
し
た
人
間
な
ら
軍
人
、
教
師
、
政
治
家
、
官

吏
、
会
社
員
、
商
人
、
大
工
、
左
官
、
職
工
、
何
で
も
勤
ま
る
。
つ
ま
り
初
め

百
姓
で
あ
れ
ば
他
の
ど
ん
な
業
に
転
じ
て
も
忠
実
で
質
素
で
勤
勉
で
持
久
力
が

あ
り
、
人
に
も
親
切
で
愛
嬬
が
あ
り
必
ず
大
に
成
績
が
あ
が
る
。
こ
れ
に
反
し

　
　
て
最
初
の
出
発
が
百
姓
以
外
の
職
で
あ
る
も
の
は
、
た
や
す
く
百
姓
に
な
れ
な

　
　
い
。
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
、
ま
つ
な
れ
ぬ
も
の
と
見
て
よ
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

　
　
か
農
業
の
学
校
に
ゐ
て
さ
へ
、
も
う
な
か
な
か
百
姓
が
辛
く
い
や
に
な
つ
て
く

　
　
る
。
こ
れ
は
真
実
の
話
で
あ
る
。
こ
の
生
き
た
事
実
ー
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
現

　

実
か
ら
考
へ
て
、
い
か
に
百
姓
に
な
る
こ
と
が
む
つ
か
し
い
か
が
わ
か
る
。
人

　

生

の
踏
出
し
に
ぜ
ひ
一
度
百
姓
に
な
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
も
わ
か
る
。

　
　
　
人
間
が
ど
ん
な
職
業
に
つ
く
に
も
、
一
度
は
ぜ
ひ
百
姓
を
す
る
が
よ
い
と
考

　
　
へ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
日
本
の
教
育
で
は
十
五
、
六
才
の
少
年
時
代
に
一
、
二
年

　
　
必
ず
百
姓
を
さ
せ
る
。
さ
う
し
て
天
地
自
然
に
人
間
を
つ
く
つ
て
も
ら
ふ
道
理

　
　
に
な
る
。
こ
れ
を
骨
格
と
し
て
の
ち
、
学
問
で
肉
を
つ
け
た
な
ら
ば
決
し
て
浮

　
　
い
た
人
間
は
で
き
な
い
こ
と
を
か
た
く
信
ず
る
。

　
　
　
町
の
女
学
校
の
生
徒
の
六
、
七
割
は
農
村
か
ら
の
入
学
者
な
の
に
、
教
育
は

　
　
相
変
ら
ず
奥
様
教
育
だ
。
友
達
が
高
等
官
の
官
吏
と
結
婚
し
た
り
交
際
し
た
り

　
　
す
る
、
甘
い
夢
の
や
う
な
こ
と
を
刺
戟
さ
れ
て
、
も
う
農
家
へ
は
結
婚
し
な
い

　
　
と
心
に
き
め
て
し
ま
ふ
。
我
が
家
が
先
祖
代
々
農
を
営
ん
で
ゐ
る
こ
と
を
忘
れ

　
　
て
ー
。
そ
れ
は
娘
ば
か
り
が
悪
い
の
ち
や
な
い
。
親
の
考
へ
も
悪
い
。

　
　
　
都
会
に
住
む
も
の
の
多
く
は
、
百
姓
の
尊
さ
を
忘
れ
て
ゐ
る
。
都
会
に
咲
い

　
　
た

文
化
が
何
よ
り
も
優
秀
な
も
の
と
考
へ
こ
ん
で
農
民
を
侮
り
、
い
や
し
い
も

　
　
の

と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
言
葉
や
行
動
に
現
は
し
て
恥
ち
な
い
の
で
あ
る
。
こ

　
　
の
ご

ろ
物
の
不
足
と
な
つ
て
、
米
が
不
足
、
木
炭
の
不
足
に
よ
つ
て
、
農
村
と

　
　
い

ふ
も
の
を
〔
が
〕
や
う
や
く
都
会
人
に
も
わ
か
る
だ
ら
う
。
」
三
九
四
〇
年

　
　
一
月
】

　
　
「
青
年
学
校
生
徒
の
欠
席
多
く
な
つ
た
。
百
姓
を
忘
れ
て
銭
と
り
や
る
た
め

　
　
か
。
諸
君
の
重
大
責
務
忘
れ
て
な
ら
ぬ
。

　
　
　
都
会
の
青
年
、
ぼ
ん
に
は
帰
郷
し
て
先
祖
を
拝
め
。
」
三
九
四
〇
年
七
月
】

　

こ
れ
ら
の
文
章
で
は
一
貫
し
て
「
村
」
や
「
百
姓
」
が
守
る
べ
き
も
の
と
し
て
措

定
さ
れ
、
そ
れ
を
破
壊
し
か
ね
な
い
「
都
会
」
や
そ
の
「
都
会
」
な
る
も
の
に
影
響
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さ
れ
た
大
人
を
批
判
し
、
青
年
た
ち
が
同
様
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
懸
念
し
て

い

る
。
農
本
主
義
と
言
え
ば
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
流
布
し
て
い
る
思
想
の

受
け
売
り
と
い
う
よ
り
は
、
自
分
の
身
の
回
り
で
現
実
に
進
行
し
て
い
る
事
態
を
高

橋
な
り
に
読
み
取
っ
て
考
え
た
社
会
批
判
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代

前
半
と
は
論
調
が
明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
が
、
文
章
の
素
朴
さ
と
い
う
点
で
は
一
貫

し
て
い
る
。

　

村
の

青
年
た
ち
の
一
部
が
自
家
の
農
業
に
従
事
せ
ず
、
「
都
会
」
の
会
社
、
工

場
、
商
店
等
に
職
を
求
め
て
村
を
離
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
「
高
等
科
卒
業
生
高
橋

清
人
、
熊
谷
忠
芳
、
長
嶺
良
輔
、
加
藤
勝
志
、
林
崎
盛
、
高
橋
文
五
郎
、
東
京
蒲
田

に

あ
る
東
洋
精
機
株
式
会
社
に
入
る
。
田
鎖
円
治
、
加
藤
作
蔵
、
菅
沼
昌
郎
、
花
巻

青
年
学
校
に
入
る
」
（
一
九
三
九
年
三
月
号
の
記
事
）
、
「
立
川
飛
行
学
校
花
巻
道
場

に

高
橋
善
見
、
斎
藤
多
美
夫
、
高
橋
藤
雄
の
三
名
」
（
四
〇
年
四
月
号
の
記
事
、
「
花

巻
青
年
学
校
」
な
い
し
「
立
川
飛
行
機
花
巻
道
場
」
は
、
立
川
飛
行
機
株
式
会
社
の

工
場
内
に
設
置
さ
れ
た
青
年
学
校
で
、
入
学
者
は
そ
の
工
場
に
就
職
し
た
者
で
あ
る

ら
し
い
こ
と
が
三
九
年
七
月
号
の
記
事
か
ら
わ
か
る
）
と
い
っ
た
記
事
か
ら
も
よ
り

具
体
的
に
理
解
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
四
一
年
十
二
月
号
に
、
村
を
離
れ
た
（
軍
隊
に

入
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
青
年
か
ら
の
、
お
そ
ら
く
は
『
真
友
』
の
記
事
を
読
ん
で
の

感
想
と
思
わ
れ
る
「
出
稼
者
の
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
」
と
い
う
便
り
の
一
節
が
出

て

い

る
。
さ
ら
に
「
③
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
諸
活
動
、
諸
実
態
」
で
も
取
り

上
げ

た
「
昭
和
十
六
年
度
　
往
復
文
書
綴
甲
号
　
藤
根
青
年
学
校
」
と
題
さ
れ
た
簿

冊
中
の
「
青
年
学
校
在
籍
者
出
稼
状
況
調
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
三
六
人
の
生
徒
が
出

稼
ぎ
に
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
県
外
が
三
〇
人
、
県
内
は
六
人
）
。
多
く
の
青

年
た
ち
が
村
を
離
れ
る
と
い
う
実
態
な
い
し
実
感
が
現
実
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
高
橋
は
、
単
に
青
年
た
ち
が
（
出
稼
ぎ
と
い
う
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
て

も
）
都
会
に
移
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
け
を
懸
念
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
右

の
文
章
か
ら
は
農
業
が
人
間
を
つ
く
る
（
は
ず
だ
）
と
い
う
信
念
が
読
み
取
れ
る
。

当
時
、
同
様
の
趣
旨
の
も
の
と
し
て
は
「
労
作
教
育
」
「
勤
労
教
育
」
「
作
業
教
育
」

と
い
っ
た
教
育
論
が
あ
っ
た
し
、
あ
る
い
は
一
九
三
八
年
か
ら
中
等
学
校
や
高
等
教

育
機
関
で
い
っ
せ
い
に
集
団
勤
労
作
業
が
導
入
さ
れ
る
と
い
っ
た
実
際
の
動
き
も
あ

っ

た
が
、
や
は
り
高
橋
峯
次
郎
は
そ
う
い
っ
た
教
育
論
を
教
育
雑
誌
や
教
育
書
か
ら

そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
非
常
に
シ
ン
プ

ル

で
素
朴
な
農
本
主
義
的
教
育
論
で
あ
る
。

⑧
「
満
洲
」
へ
の
誘
い

　
青
年
が
村
を
離
れ
る
こ
と
に
強
い
懸
念
を
表
明
し
て
い
た
高
橋
峯
次
郎
で
は
あ
っ

た
が
、
や
は
り
「
満
洲
」
（
以
下
「
　
」
省
略
）
行
き
は
別
で
あ
っ
た
。
主
と
し
て

青
年
た
ち
に
向
け
て
満
洲
に
行
く
こ
と
を
勧
め
る
記
事
が
時
々
出
て
い
る
。
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
　
「
満
蒙
に
移
住
せ
ん
と
す
る
も
の
は
　
1
永
住
の
決
意
を
も
つ
こ
と
　
2
　
一

　
　
度

に
沢
山
の
金
を
も
う
け
る
気
で
は
な
ら
ぬ
　
3
か
ら
だ
強
健
で
な
く
て
は

　
　
な
ら
ぬ
　
4
多
く
働
き
粗
末
な
も
の
を
食
べ
る
覚
悟
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」

　
　
三

九

三

二
年
六
月
】

　
　
「
下
ノ
関
か
ら
奉
天
ま
で
朝
鮮
を
へ
て
約
四
十
五
時
間
、
三
等
で
約
二
十
三

　
　
円
。
又
門
司
か
ら
商
船
で
大
連
を
へ
て
奉
天
ま
で
約
六
十
時
間
三
等
賃
金
二
十

　
　
三
円
で
も
行
け
る
。
」
＝
九
三
二
年
六
月
】

　
　
「
満
洲
国
岩
手
村
伊
藤
孫
右
工
門
君
　
広
い
満
洲
に
な
ぜ
こ
な
い
。
岩
手
県
人

　
　
が
熱
が
な
い
。
他
県
の
人
た
ち
〔
が
〕
ど
ん
ど
ん
入
り
込
む
の
に
。
」
三
九
三

　
　
八
年
十
月
】

　
　
「
同
〔
三
月
〕
二
十
五
日
　
長
沼
の
彦
右
衛
門
氏
の
孫
小
原
長
一
君
、
少
年
義

　
　
勇
軍
と
し
て
茨
城
県
に
出
発
。
」
三
九
四
〇
年
四
月
】

　
　
「
茨
城
県
内
原
訓
練
所
小
原
長
一
君
　
義
勇
軍
に
来
る
人
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
誰
か
よ
こ
し
て
下
さ
い
。
外
の
村
で
は
三
人
も
四
人
も
来
て
ゐ
る
。
」
三
九
四

　
　
〇
年
四
月
】
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「
小
原
康
志
君
か
ら
皆
様
へ
。
意
義
あ
る
紀
元
二
千
六
百
年
に
際
し
計
〔
図
〕

　
　
ら
ず
も
文
部
省
よ
り
満
洲
建
設
勤
労
奉
仕
隊
々
医
附
を
嘱
託
さ
れ
、
七
月
一
日

　
　
よ
り
九
月
三
十
日
に
至
る
九
十
二
日
間
勤
労
奉
仕
を
な
し
、
満
洲
各
地
を
見
学

　
　
い
た
し
ま
し
た
。
〔
後
略
〕
」
三
九
四
〇
年
十
一
月
】

　
　
「
三
月
十
四
日
　
十
五
年
度
高
等
科
卒
業
の
中
野
〔
の
？
〕
高
橋
清
次
郎
さ
ん

　
　
の
高
橋
寅
男
君
、
満
洲
の
青
少
年
義
勇
軍
に
採
用
さ
れ
内
原
訓
練
所
へ
元
気
よ

　
　
く
見
送
人
に
挨
拶
し
て
出
発
さ
れ
た
（
去
年
は
小
原
長
一
君
で
あ
つ
た
）
。
」

　
　
三

九

四
一
年
五
月
】

　
　
「
八
月
九
日
藤
根
国
民
学
校
内
に
満
洲
開
拓
少
年
義
勇
隊
の
道
場
を
開
き
、
十

　
　
三
日
に
終
る
。
」
三
九
四
一
年
九
月
】

　
　
「
満
洲
北
安
省
石
長
の
伊
藤
孫
右
工
門
氏
、
藤
根
の
青
年
に
来
い
来
い
と
い

　
　
ふ
。
」
【
一
九
四
二
年
七
月
】

　
満
洲
の

「
開
拓
」
に
従
事
す
る
こ
と
は
軍
隊
に
入
る
こ
と
に
準
じ
た
価
値
の
あ
る

こ
と
（
望
ま
し
い
こ
と
）
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
満
洲
で
は
お
そ

ら
く
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
（
開
拓
農
民
と
な
る
こ
と
）
が
想
定
さ
れ
て
い
た
か

ら
、
農
業
が
人
間
を
つ
く
る
と
い
う
高
橋
峯
次
郎
の
信
念
に
は
む
し
ろ
合
致
す
る
こ

と
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

⑨
先
輩
の
青
年
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
戦
時
に
入
り
、
戦
地
に
い
る
村
出
身
の
兵
た
ち
と
村
を
つ
な
ぐ
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

そ
の
役
割
を
拡
大
し
た
『
真
友
』
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
誌
面
に
出
て
く
る
戦
地
等
か

ら
の
兵
た
ち
の
手
紙
の
文
章
の
中
に
、
後
輩
の
青
年
た
ち
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

あ
る
い
は
後
輩
の
青
年
た
ち
の
指
導
を
高
橋
峯
次
郎
に
期
待
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多

数
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。

　
　
「
菊
池
弥
作
君
、
今
は
徒
手
教
練
を
終
り
執
銃
教
練
を
や
つ
て
ゐ
ま
す
。
青
訓

　
　
生

に
御
無
沙
汰
し
て
を
り
ま
す
。
青
訓
生
の
出
席
は
よ
く
あ
り
ま
す
か
。
」
＝

九
三
三
年
三
月
】

「小
松

国
次
郎
君
　
目
下
山
間
地
で
○
○
中
で
す
。
徳
太
郎
君
に
あ
ひ
ま
し

た
。
一
等
兵
に
進
級
し
た
。
青
年
学
校
生
徒
に
力
あ
る
訓
練
し
て
く
だ
さ
い
。
」

【
一
九
三
八
年
三
月
「
臨
時
号
」
】

「斎
藤
定
男
　
銃
砲
弾
、
頭
の
上
を
飛
ぶ
。
青
年
学
校
の
生
徒
諸
君
に
も
よ
ろ

し
く
。
」
三
九
三
九
年
七
月
】

「北
支
高
橋
治
三
郎
君
　
青
年
学
校
の
皆
様
は
や
つ
て
ゐ
ま
す
か
。
私
は
学
問

が

な
い
の
で
こ
ま
り
ま
す
。
先
生
、
あ
と
か
ら
来
る
青
年
に
勉
強
を
さ
せ
て
下

さ
い
。
」
三
九
四
〇
年
四
月
】

「
菅
沼
英
男
よ
り
。
青
年
学
校
の
生
徒
諸
君
、
最
大
の
馬
力
を
か
け
て
国
家
総

力
戦
に
大
奮
闘
の
事
で
せ
う
。
此
の
時
局
に
直
面
し
て
我
が
村
か
ら
精
鋭
の
青

年
諸
君
を
多
く
入
隊
せ
し
め
る
先
生
の
喜
び
は
い
か
ば
か
り
か
お
察
し
申

〔し
〕
ま
す
。
」
＝
九
四
〇
年
十
一
月
】

「菊
池
長
七
。
〔
中
略
〕
青
年
学
校
の
生
徒
に
も
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
。
生
徒
に

手
紙
を
出
し
て
ゐ
ま
す
が
、
返
事
は
き
ま
せ
ん
。
」
三
九
四
〇
年
十
一
月
】

「
北
支
加
藤
克
巳
。
毎
日
風
吹
い
て
土
を
と
ば
す
。
○
○
兵
の
教
育
が
か
り
で

す
。
青
年
諸
君
に
よ
ろ
し
く
。
」
三
九
四
一
年
三
月
】

「藤
根
、
菅
沼
長
蔵
。
第
一
線
の
兵
隊
さ
ん
、
又
郷
土
の
皆
さ
ん
、
真
友
編
輯

の
高
峯
先
生
の
な
つ
か
し
み
を
感
づ
る
事
で
せ
う
。
給
料
な
ど
問
題
に
せ
ず
、

滅
私
奉
公
と
老
体
の
光
頭
を
な
で
、
我
等
青
年
に
熱
と
力
を
吹
き
か
け
る
。
村

の

青
年
諸
君
、
そ
の
熱
と
力
を
翼
賛
す
べ
き
で
な
い
か
。
二
月
四
日
。
」
三
九

四
一
年
三
月
】

「満
洲
高
橋
信
雄
。
先
生
の
御
老
体
も
お
厭
ひ
な
く
銃
後
の
為
、
青
年
教
育
の

為
、
又
満
支
に
ゐ
る
将
兵
子
弟
の
為
、
お
骨
折
り
の
こ
と
、
我
々
陣
中
の
者
、

誰
か
其
の
感
に
打
た
れ
涙
の
外
有
り
ま
せ
ん
〔
原
文
の
マ
マ
〕
。
」
三
九
四
一

年
五
月
】

「中
支
安
部
利
孝
、
〔
中
略
〕
青
年
指
導
を
た
の
み
ま
す
。
弟
の
甲
子
人
も
青
年
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学
校
に
す
・
め
て
下
さ
い
。
」
三
九
四
一
年
五
月
】

　
　
「
菅
沼
義
平
　
分
会
の
査
閲
、
今
年
も
優
秀
の
御
祝
ひ
申
〔
し
〕
ま
す
。
青
年

　
　
学
校
の
生
徒
に
も
よ
ろ
し
く
。
」
＝
九
四
一
年
十
二
月
】

　
　
「
斎
藤
求
君
、
先
日
小
原
弘
君
に
会
ひ
ま
し
た
。
高
橋
福
松
君
も
元
気
で
す
。

　
　
今
度
来
る
人
達
も
大
い
に
訓
練
さ
せ
て
下
さ
い
。
青
年
学
校
生
徒
に
も
よ
ろ
し

　
　
く
お
伝
へ
下
さ
い
。
」
三
九
四
二
年
七
月
】

　
　
「
高
橋
与
右
工
門
、
青
年
学
校
の
皆
様
益
々
御
健
全
の
事
と
存
じ
ま
す
。
」
三

　
　
九
四
二
年
七
月
】

　
　
「
及
川
勝
夫
、
〔
中
略
〕
難
波
〔
破
〕
し
生
れ
て
始
〔
初
〕
め
て
食
へ
る
椰
子
の

　
　
実
。
青
年
学
校
生
徒
に
も
よ
ろ
し
く
。
」
三
九
四
三
年
六
月
】

　
　
「
弘
前
の
伊
藤
義
雄
よ
り
時
局
下
の
青
年
校
多
忙
な
る
べ
し
〔
と
の
便
り
〕
。
」

　
　
＝

九
四

三
年
冬
】

　
手
紙
の
ど
の
部
分
を
誌
面
に
採
録
す
る
か
と
い
う
判
断
の
と
こ
ろ
で
、
自
分
が
言

い

た
い
こ
と
を
取
り
出
し
て
先
輩
た
ち
に
語
ら
せ
る
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
こ
と
が
戦
地
等
か
ら
の
手
紙
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
も
お

そ
ら
く
事
実
で
あ
り
、
村
と
村
の
青
年
を
支
え
る
高
橋
峯
次
郎
の
存
在
感
と
影
響
力

の
大
き
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ
る
。

⑩
お
わ
り
に

　
『
真
友
』
に
は
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
に
か
か
わ
る
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て

い

る
。
そ
れ
ら
は
網
羅
的
で
も
な
く
系
統
的
で
も
な
い
の
で
、
特
定
の
部
分
を
詳
細

に
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
資
料
と
は
な
り
に
く
い
が
、
断
片
的
な
情
報
を
集
め
て
み

る
と
、
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
諸
実
態
や
そ
こ
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い

た
高
橋
峯
次
郎
と
い
う
人
物
の
姿
が
漠
然
と
で
は
あ
る
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　
こ
こ
で
分
類
、
整
理
し
た
記
事
の
中
で
は
「
②
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
に
お
け

る
訓
練
の
実
態
」
の
内
容
が
や
は
り
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
役
割
を
如
実
に
表

現
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
教
練
指
導
員
の
技
量
や
実
際
の
訓
練
の
中
身
・
程

度

ま
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
軍
の
直
接
的
な
関
与
や
指
導
の
実
態
が
う
か
が
え
る
。

村
の
青
年
た
ち
は
お
そ
ら
く
こ
こ
に
入
っ
て
軍
隊
を
実
感
し
、
一
種
の
覚
悟
を
さ
せ

ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
で
の
教
育
の
成
果
は
「
0
先
輩
の
青
年
た
ち
か
ら
の
メ

ッ

セ

ー
ジ
」
で
取
り
上
げ
た
多
数
の
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
。
お
そ
ら
く
実
際
に
軍

隊
に
入
り
、
し
か
も
戦
地
に
送
ら
れ
て
、
青
年
訓
練
所
や
青
年
学
校
で
の
経
験
、
体

験
が
何
か

あ
り
が
た
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
後
輩
た
ち

を
し
っ
か
り
と
訓
練
し
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
直
接
に
は
高
橋
峯
次
郎
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
て

い

る
。
高
橋
は
教
練
指
導
員
で
は
な
い
。
「
⑦
高
橋
峯
次
郎
の
青
年
教
育
論
、
青
年

へ
の

期
待
と
不
満
」
で
検
討
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
推
察
す
る
な
ら
ば
、
高
橋
の

「
村
」
や
「
百
姓
」
へ
の
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
が
、
兵
と
な
っ
て
村
を
離
れ
た
青
年

た
ち
に
心
の
拠
り
所
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
村
を
離

れ

る
（
離
れ
た
が
る
）
青
年
た
ち
に
は
批
判
的
だ
っ
た
高
橋
峯
次
郎
で
は
あ
っ
た

が
、
逆
に
そ
の
こ
と
が
青
年
た
ち
か
ら
慕
わ
れ
る
素
地
に
な
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

加
え
て
、
高
橋
峯
次
郎
が
自
分
の
素
朴
な
言
葉
で
自
分
の
考
え
方
を
表
現
し
て
い
た

こ
と
が
、
青
年
た
ち
の
高
橋
峯
次
郎
に
対
す
る
親
し
み
や
す
さ
の
情
を
増
幅
さ
せ
て

い

た
面
も
考
え
ら
れ
る
。

　
『
真
友
』
の
記
事
を
拾
っ
て
み
る
と
、
軍
隊
に
入
っ
て
兵
士
に
な
っ
て
初
め
て
軍

隊
な
る
も
の
を
知
る
の
で
は
な
く
、
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
や
そ
の
教
師
た
ち
を

媒
介
に

し
て
村
の
青
年
た
ち
が
兵
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
て
い
く
様
子
が
浮
か
ん
で
く

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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註（
1
）
　
高
橋
峯
次
郎
の
経
歴
は
高
橋
峯
次
郎
『
藤
根
郷
土
史
』
所
収
の
菊
池
敬
一
「
高
橋
峯
次
郎

　

伝
」
中
の
「
履
歴
書
」
に
よ
る
。

（
2
）
　
青
年
訓
練
所
・
青
年
学
校
の
詳
細
は
拙
著
『
教
育
審
議
会
の
研
究
　
青
年
学
校
改
革
』
（
野

　
　
間
教
育
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
3
）
　
高
橋
峯
次
郎
は
在
郷
軍
人
で
あ
る
が
教
練
の
指
導
員
で
は
な
か
っ
た
。

（
4
）
　
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
お
け
る
男
子
の
中
等
学
校
進
学
率
は
一
〇
％
台
の
後
半
、

　

高
等
小
学
校
進
学
率
は
六
〇
％
台
で
あ
っ
た
。

（
5
）
　
『
岩
手
近
代
教
育
史
』
第
二
巻
（
岩
手
県
教
育
委
員
会
企
画
・
編
集
・
発
行
、
一
九
八
一

　

年
）
、
第
二
章
第
十
一
節
「
岩
手
県
立
六
原
青
年
道
場
の
創
設
」
。

（
6
）
　
少
年
団
に
つ
い
て
は
『
藤
根
郷
土
史
』
に
簡
単
な
記
載
が
あ
る
。
一
九
一
三
年
と
い
う
設
立

　
　
の
時
期
は
全
国
的
に
見
て
も
き
わ
め
て
早
い
が
、
田
中
治
彦
『
少
年
団
運
動
の
成
立
と
展
開
』

　
　
（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
や
田
中
・
上
平
泰
博
・
中
島
純
『
少
年
団
の
歴
史
』
（
萌

　
　
文
社
、
一
九
九
六
年
）
で
は
こ
の
藤
根
少
年
団
は
十
分
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

（お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
　

（二

〇
〇
二
年
三
月
三
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
六
月
二
八
日
審
査
終
了
）
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Youth　Training　Center／Youth　School　and　TAKAHAS正lI　Minejiro

YoNEDA　Toshihiko

The　SHINYU（True　Friend），the　local　chapter　newsletter　of　the　Civilian　Militia（Zaigo　Gunjin

Kai）in　Fujine　Village　contained　many　articles　which　provided　a　picture　of　the　actual　state　of

educational　activities　at　the　Youth　Training　Center／Youth　School　and　conveyed　the　views　of

TAKAHASHI　Mineliro，　a　teacher（instructor）at　these　facilities．　This　paper　picks　up　such

articles，　classifying　and　arranging　them　in　relevant　order，　so　as　to　reconstruct　the　actual

conditions　of　the　Youth　Training　Center／Youth　School　and　of　the　activities　conducted　by

Minejiro．

　　　Regarding　the　activities　at　the　Youth　Training　Center／Youth　School，　it　was　re－confirmed

that　the　bulk　of　such　activities　consisted　of　military　drills　and　maneuvers．　One　might　also

presume　that　there　was　direct　military　involvement．

　　　Minejiro　was　what　one　might　call　a　naive　nationalist；in　and　after　the　1930s　in　particular，　he

began　to　place　a　strong　emphasis　on　character　building　through　protecting　the“village”and　the

“farmer”（farming）and　through　farming．　Minejiro　was　not　a　drill　instructor　but　it　seems　that　his

students　at　the　Youth　Training　Center／Youth　School　looked　up　to　him　and　after　these　youths

left　the　village　to　become　soldiers，　they　not　only　expressed　their　gratitude　towards　Minejiro，

they　looked　to　him　to　train　their　j皿iors　with　rigor．　One　might　imagine　that　Minejiro，　with　his

strong　sense　of　mission　to　protect　the　village，　provided　a　foundation　to　fall　back　on　for　the

yo皿g　men　as　they　served　in　the　army．

　　　From　all　the　articles　in　the　S｝IINYU，　it　is　clear　that　the　extent　of　the　roles　played　by　the

Youth　Training　Center／Youth　School　and　its　instructor　in　training　the　youth　of　the　village　for

military　service　was　considerable．
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